
                                平成 19年 2月 16日 
 各  位                           

                         会 社 名  株式会社 タカラトミー  

                         代表者名   代表取締役社長 

                                   富 山 幹 太 郎 

                            （コード番号 7867 東証第１部） 

                         問合せ先  常務取締役管理統括本部長 

                                   三 浦 俊 樹 

                                 （℡ 03-5654-1280） 

 

当社子会社の業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

当社の連結子会社である株式会社ユージン（本社：東京都葛飾区、代表取締役社長：田中延茂）

は、最近の業績動向を踏まえ、平成 18年 10月 6 日に公表しました平成 19 年 3 月期（平成 18 年 4

月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日）通期（連結・個別）の業績予想及び配当予想を別添資料の通り修正

いたしましたのでお知らせいたします。 

 なお、当社の平成 19年 3月期通期の連結業績への影響につきましては現在精査中であり、連

結業績予想に変更が生じた場合は速やかに開示いたします。 

以 上 



 
平成 19 年２月 16 日 

各  位 

東 京 都 葛 飾 区 立 石 三 丁 目 1 9 番 ３ 号 

株 式 会 社 ユ ー ジ ン 

代 表 取 締 役 社 長   田 中 延 茂 

             （コード番号：7828） 

問い合わせ先: 

常務取締役管理本部長   松 葉 光 雄 

電 話 番 号 0 3 （ 3 6 9 6） 6 0 0 1 (代 表 ) 

 

 

業績予想及び配当予想の修正について 

 

当社は、平成１９年２月１６日開催の取締役会において、平成１８年１０月６日付で発表した平成

１９年３月期の通期業績予想及び配当予想について、下記のとおり修正することを決議いたしました

ので、お知らせいたします。 

 

１．平成１９年３月期通期業績予想の修正（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 

（１）連 結 

（修正内容） 

                                                                         （単位：百万円） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 予 想（Ａ） 10,800 310 130 
今  回  修  正（Ｂ） 9,800 △20 △110 
増  減  額（Ｂ－Ａ） △1,000 △330 △240 
増      減      率 △9.3％ － － 
前  期  実  績 10,559 636 312 

 

（修正理由） 

売上面では、欧州での販売が前期に大きく伸びた後も比較的堅調なほか、欧州に次いで今期よ

り米国で本格的に販売を開始したディズニーキャラクター（「くまのプーさん」）商品が好調に推

移しているものの、玩具市場全般の停滞やデータカードゲームとの競合が続くなか、特に第４四

半期以降、主力である国内のトイベンディング事業に加え、コンビニエンスストア向け商品を中

心に、その他トイ周辺事業の動きが鈍化し、前回予想を下回る見込みであります。 

さらに、商品仕入に係る原価率の悪化などにより売上原価率が上昇し、利益面でも前回予想を

下回ると予想しております。 

 

 

 

 

 



 

 

（２）個 別 

（修正内容） 

                                                                          （単位：百万円） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 予 想（Ａ） 8,400 260 120 
今  回  修  正（Ｂ） 7,540 30 △60 
増  減  額（Ｂ－Ａ） △860 △230 △180 
増      減      率 △10.2％ △88.5％ － 

前  期  実  績 8,373 438 220 
 

（修正理由） 

連結通期業績予想と同様に、第４四半期以降国内のトイベンディング事業及びその他トイ周辺

事業の動きが鈍化するうえに、売上原価率の上昇が見込まれ、売上高、経常利益とも前回予想を

下回ると予想しております。 

また、韓国の販売子会社に係る債務保証損失引当金の計上などにより特別損失が拡大し、純損

失となる見込みであります。 

 

２．平成１９年３月期末配当予想の修正（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 

（修正内容） 

                                                                            （単位：円） 
 中間期 期 末 年 間 

前 回 予 想（Ａ） 0.00（実績） 1,300.00 1,300.00 

今  回  修  正（Ｂ）      － 0.00 0.00 
増  減  額（Ｂ－Ａ） － △1,300.00 △1,300.00 
増      減      率      － △100.0％ △100.0％ 
前  期  実  績 0.00 3,000.00 3,000.00 
（注）前期の期末配当金には上場記念配当600.00円が含まれております。 

 

（修正理由） 

上記のとおり、平成１９年３月期の業績は連結、個別とも純損失となる見込みであり、このよ

うな厳しい状況を勘案し、無配とすることとしました。 

 

以 上 


